
アビナダイとノア王
お う

だい14しょう

ゼニフはニーファイ人
じん

の正
ただ

しい王
おう

でしたが，年
とし

をとったので，

むすこのノアに王
おう

のくらいをゆずりました。（モーサヤ11：1）

ノアは父
ちち

のようによい王
おう

ではなく，わるい王
おう

でした。神
かみ

のいまし

めをまもりませんでした。（モーサヤ11：2）

ノアはたみから金
きん

やぎんをとり立
た

てました。たみはまた，こくも

つやかちくもさし出
だ

さなければなりませんでした。（モーサヤ11：3）

ノア王
おう

はなまけもので，ひつようなものはすべてたみからとり立
た

てればよいと考
かんが

えたのです。（モーサヤ11：4）

王
おう

は父
ちち

ゼニフがえらんだよいさいしたちをやめさせて，あくじを

教
おし

えるわるいさいしたちを立
た

てました。（モーサヤ11：5－7）
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ノア王
おう

はおうざのある広
ひろ

いきゅうでんや，りっぱなたてものをた

くさんたて，うつくしい木
き

や金
きん

ぎんでかざりました。（モーサヤ

11：8－11）

王
おう

はたみからとり上
あ

げたざいかに心
こころ

をうばわれ，さいしたちとと

もにさけをのんだり，わるいことをしたりしてくらしました。（モ

ーサヤ11：14－15）

神
かみ

はノア王
おう

のたみのもとへ，アビナダイというよげんしゃをつか

わされました。アビナダイは，もしくいあらためなければ，たみは

レーマン人
じん

のどれいにされるとけいこくしました。（モーサヤ11：

20－22）

ノア王
おう

はアビナダイのことばを聞
き

いておこり，「アビナダイをこ

ろすから，かれをつれて来
こ

い」と人
ひと

をやりました。（モーサヤ11：

27－28）

アビナダイはいさましく答
こた

えました。神
かみ

がたすけてくださること

を知
し

っていたからです。さいしたちはアビナダイの答
こた

えにおどろき

ました。（モーサヤ12：19）

王
おう

の前
まえ

につれて来
こ

られたアビナダイは，王
おう

とさいしたちからたく

さんのしつもんをあびせられました。かれらは何
なん

とかしてアビナダ

イにまちがったことを言
い

わせようとしたのです。（モーサヤ12：

18－19）
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王
おう

はおこって，さいしたちにアビナダイをころしてしまえとめい

じました。アビナダイが言
い

いました。「わたしにさわるな。わたし

に手
て

をかけるなら，神
かみ

があなたたちをほろぼされるであろう。」（モ

ーサヤ13：1－3）

アビナダイはしめいをはたせるように，せいれいにまもられてい

ました。アビナダイの顔
かお

が，まばゆくかがやいています。さいした

ちは，こわくてアビナダイに手
て

が出
だ

せません。（モーサヤ13：3，5）

神
かみ

から力
ちから

をうけて，アビナダイはたみに，王
おう

やさいしたちのあく

じについて話
はな

し，神
かみ

のいましめをよんで聞
き

かせました。（モーサヤ

13：6－7，11－24）

イエス・キリストがこうたんされ，キリストによって人
ひと

びとがく

いあらため，ふっかつし，神
かみ

とともにすむことができることも話
はな

し

ました。（モーサヤ13：33－35；15：21－23）

「あなたたちは自分
じ ぶ ん

のつみをくいあらためて，イエス・キリスト

をしんじなければならない。そうしなければすくわれないであろ

う。」（モーサヤ16：13）

一人
ひ と り

のさいしをのぞいてぜんいんが，アビナダイの言
い

うことをし

んじませんでした。ノア王
おう

がアビナダイをころせとめいじたので，

アビナダイはとらえられ，ろうやに入
い

れられてしまいました。（モ

ーサヤ17：1，5）
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アビナダイのことばをしんじたさいしは，アルマという人
ひと

でした。

アルマはノア王
おう

に，アビナダイをゆるしてくれるようにたのみまし

た。（モーサヤ17：2）

王
おう

はおこってアルマをおい出
だ

し，しもべたちに後
あと

をおわせてころ

そうとしました。アルマはにげてすがたをかくしたので，しもべた

ちはアルマを見
み

うしないました。（モーサヤ17：3－4）

3日
か

たって，ノア王
おう

はアビナダイを自分
じ ぶ ん

の前
まえ

につれ出
だ

させ，こう

言
い

いました。「自分
じ ぶ ん

が言
い

ったことを，わたしとわたしのたみの前
まえ

で

とりけせ。」（モーサヤ17：6，8）

「言
い

ったことをのこらずとりけさないなら，おまえをころしてや

る。」（モーサヤ17：8）

アビナダイをころすめいれいが王
おう

から出
で

ました。さいしたちはア

ビナダイをとらえて，むちでうち，火
ひ

あぶりにします。アビナダイ

はしぬ前
まえ

に，ノア王
おう

もまたやきころされるであろうと言
い

いました。

（モーサヤ17：13－15）

アビナダイは自分
じ ぶ ん

がしんじつを語
かた

ったことを知
し

っていたので，神
かみ

が自分
じ ぶ ん

をおつかわしになり，話
はな

すようにおめいじになったことをと

りけすよりは，よろこんでしのうと思
おも

いました。（モーサヤ17：

9－10）
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たみの中
なか

には，王
おう

にはんたいするものもいて，王
おう

をころそうとし

ました。レーマン人
じん

のぐんもノア王
おう

とそのなかまとたたかおうとお

そって来
き

ました。（モーサヤ19：2－7）

ノア王
おう

となかまはにげました。レーマン人
じん

がおいついてなかまを

ころしはじめると，王
おう

は男
おとこ

たちにつまや子
こ

どもをすててレーマン人
じん

からにげよとめいじたのです。（モーサヤ19：9－11）

しかし，男
おとこ

たちの多
おお

くは，かぞくをすててにげようとはせず，レ

ーマン人
じん

のとりこになりました。（モーサヤ19：12，15）

ノア王
おう

といっしょににげたもののほとんどが，つまや子
こ

どもをお

きざりにしたことをこうかいしました。かぞくやなかまのもとに帰
かえ

って，まもってあげたいと思
おも

ったのです。（モーサヤ19：19）

ノア王
おう

はそれが気
き

に入
い

らず，帰
かえ

ってはならないと言
い

いました。

（モーサヤ19：20）

おこったかれらは，ノア王
おう

をやきころして，かぞくのもとに帰
かえ

り

ました。アビナダイのことばはじょうじゅしたのです。（モーサヤ

19：20，24）




